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平
成
二
一
年
度
禅
研
究
所
活
動
記
録

○
役
員
会

　

・
四
月
一
四
日　

 「
今
年
度
活
動
計
画
並
び
に
研
究
会
開
催
に
つ

い
て
」

　

・
九
月
二
九
日　
「
今
年
度
講
演
会
開
催
に
つ
い
て
」

　

・
一
二
月
一
日　
「
来
年
度
予
算
計
画
に
つ
い
て
」

○
参
禅
会
運
営
委
員
会

　

・
四
月
一
四
日　

 「
今
年
度
活
動
計
画
並
び
に
今
年
度
研
修
旅
行

に
つ
い
て
」

　

・
九
月
二
九
日　
「
今
年
度
研
修
旅
行
会
計
報
告
」

　

・
一
二
月
一
日　

 「
来
年
度
予
算
計
画
並
び
に
来
年
度
研
修
旅
行

に
つ
い
て
」

○
『
禅
研
究
所
紀
要
』
編
集
委
員
会

　

・
一
二
月
一
日　
「『
禅
研
究
所
紀
要
』
第
三
八
号
に
つ
い
て
」

○
研
修
旅
行

　
　
　

大
野
栄
人
所
長
以
下
三
五
名
の
参
禅
会
員
が
、
八
月
二
六
日

か
ら
二
八
日
ま
で
の
研
修
旅
行
「
台
北
の
聖
地
と
故
宮
の
至

宝
」
に
参
加
し
、
基
隆
市
の
霊
泉
禅
寺
を
拝
登
す
る
と
と
も

に
、
基
隆
市
の
法
鼓
山
世
界
仏
教
教
育
園
区
と
台
北
市
の
木
柵

指
南
宮
を
訪
問
、
台
北
市
の
龍
山
寺
を
拝
観
し
た
。
ま
た
、
最

終
日
に
は
故
宮
博
物
院
を
見
学
し
た
。

○
禅
籍
資
料
調
査

　
　
　

大
野
栄
人
所
長
以
下
五
名
の
所
員
・
研
究
員
が
、
三
月
二
六

日
に
大
阪
府
池
田
市
の
陽
松
庵
を
拝
登
し
、
同
庵
に
伝
わ
る
禅

籍
資
料
を
閲
覧
し
て
研
究
資
料
の
収
集
を
行
っ
た
。

○
火
曜
参
禅
会

　

・
四
月
一
四
日
、
五
月
一
二
日
、
六
月
九
日
、
七
月
七
日
、
九
月

二
九
日
、
一
〇
月
一
三
日
、
一
一
月
一
〇
日
、
一
二
月
一
日

（
成
道
会
摂
心
）、
一
月
一
二
日
、
二
月
二
日
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○
研
究
会

　

・
六
月
一
九
日
（
金
）
午
後
三
時
一
〇
分
よ
り

 

禅
研
究
所
会
議
室

　
　
　
「
仏
教
瞑
想
論
│
ア
ジ
ア
諸
地
域
の
特
徴
に
つ
い
て
│
」

 

本
学
文
学
部
教
授　

蓑
輪
顕
量
先
生

○
講
演
会

　

・
一
一
月
二
四
日
（
火
）
午
前
一
時
三
〇
分
よ
り

 
六
号
館
六
五
〇
一
教
室

　
　
　
「
十
牛
図
に
学
ぶ
」

 

正
眼
短
期
大
学
副
学
長　

横
山
紘
一
先
生

○
　
平
成
二
一
年
度
禅
研
究
所
所
員
・
研
究
員
に
よ
る
著
書
・
学
術

論
文
（
仏
教
・
宗
教
関
係
）（
平
成
二
一
年
四
月
〜
二
二
年
三
月
）

大
野
栄
人

　
「『
法
華
玄
義
』
の
研
究
（
八
）」『
愛
知
学
院
大
学
人
間
文
化
研

究
所
紀
要　

人
間
文
化
』
二
四

　
「『
法
華
玄
義
』 

の
研
究 

（
九
）」『
愛
知
学
院
大
学
文
学
部
紀

要
』
三
九

　
「『
次
第
禅
門
』
の
研
究
（
八
）」『
禅
研
究
所
紀
要
』
三
八

岡
島
秀
隆

　
「
鈴
木
大
拙
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ
」『
愛
知
学
院
大
学
教
養

部
紀
要
』
五
七
（
一
）

　
「
東
洋
人
の
美
意
識
│
微
笑
の
造
形
│
」『
愛
知
学
院
大
学
教
養

部
紀
要
』
五
七
（
三
）

　
「
宗
教
と
科
学
技
術
│
鈴
木
大
拙
の
思
索
を
手
掛
か
り
に
│
」

『
禅
研
究
所
紀
要
』
三
八

川
口
高
風

　
「
霊
鷲
院
開
山
頑
翁
曳
石
と
二
世
明
極
即
證
に
つ
い
て
」『
愛
知

学
院
大
学
教
養
部
紀
要
』
五
七
（
一
）
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「
法
持
寺
歴
住
の
一
応
喝
三
と
大
達
玄
中
に
つ
い
て
」『
愛
知
学

院
大
学
教
養
部
紀
要
』
五
七
（
二
）

　
「
神
応
寺
蔵
の
掛
絡
に
つ
い
て
」『
愛
知
学
院
大
学
教
養
部
紀

要
』
五
七
（
三
）

　
「
名
古
屋
の
寺
院
に
関
す
る
木
版
資
料
に
つ
い
て
（
六
）」『
愛

知
学
院
大
学
教
養
部
紀
要
』
五
七
（
四
）

　
「
法
持
寺
史
雑
稿
」『
禅
研
究
所
紀
要
』
三
八

　
「
思
い
出
の
「
曹
洞
禅
│
郷
土
の
名
僧
と
寺
宝
│
」」『
禅
文
化

洞
上
墨
跡
』
八

　
「
名
古
屋
別
院
小
史
」『
大
本
山
永
平
寺
名
古
屋
別
院
開
創
二
百

年
大
祭
』

　
「
曹
洞
宗
の
袈
裟
に
学
ぶ（
九
）－（
一
二
）」『
そ
う
せ
い
』
一
四

五

－

一
四
八

　
「
道
元
禅
師
の
お
袈
裟（
一
）－（
三
）」『
傘
松
』
七
八
七

－

七
八

九

　
「
近
代
の
肖
像
│
栖
川
興
巌
①
②
」『
中
外
日
報
』
二
〇
〇
九
年

四
月
二
三
日
、
二
八
日

　
「
近
代
の
肖
像
│
秋
山
悟
庵
」『
中
外
日
報
』
二
〇
〇
九
年
五
月

一
九
日

　
「
近
代
の
肖
像
│
辻
顕
高
①
②
」『
中
外
日
報
』
二
〇
〇
九
年
五

月
二
一
日
、
二
六
日

　
「
近
代
曹
洞
宗
に
お
け
る
原
坦
山
の
意
見
」『
中
外
日
報
』
二
〇

〇
九
年
八
月
一
日

　
「
近
代
の
肖
像
│
滝
谷
琢
宗
①
②
」『
中
外
日
報
』
二
〇
〇
九
年

八
月
四
日
、
六
日

木
村
文
輝

　
「
尊
厳
を
生
き
る
│
三
界
の
主
人
公
と
し
て
│
」『「
布
教
資

料
」
第
五
十
回
天
台
宗
教
学
大
会
布
教
部
門
』
天
台
宗
務
庁

　
「
僧
侶
妻
帯
の
制
度
的
根
拠
」『
教
化
研
修
』
五
三

　
「
静
岡
県
中
・
東
部
地
方
に
お
け
る
曹
洞
宗
寺
院
の
歴
住
世
代

（
一
）」『
愛
知
学
院
大
学
教
養
部
紀
要
』
五
七
（
一
）

　
「
静
岡
県
中
・
東
部
地
方
に
お
け
る
曹
洞
宗
寺
院
の
歴
住
世
代

（
二
）」『
愛
知
学
院
大
学
教
養
部
紀
要
』
五
七
（
二
）

　
「
静
岡
県
中
・
東
部
地
方
に
お
け
る
曹
洞
宗
寺
院
の
歴
住
世
代

（
三
）」『
愛
知
学
院
大
学
教
養
部
紀
要
』
五
七
（
三
）

　
「
静
岡
県
中
・
東
部
地
方
に
お
け
る
曹
洞
宗
寺
院
の
歴
住
世
代

（
四
）」『
愛
知
学
院
大
学
教
養
部
紀
要
』
五
七
（
四
）
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佐
藤
悦
成

　
『
や
さ
し
く
学
ぶ
御
詠
歌　

詠
讃
歌
教
典
和
訳
』
愛
知
第
三
師

範
会

田
島
毓
堂

　
「
正
法
眼
蔵
の
サ
変
動
詞
」『
愛
知
学
院
大
学
人
間
文
化
研
究
所

報
』
三
五

　
「
正
法
眼
蔵
の
サ
変
動
詞
│
分
析
そ
の
１
│
」『
禅
研
究
所
紀

要
』
三
八

立
川
武
蔵

　
『
聖
な
る
幻
獣
』
集
英
社

　
「『
完
成
せ
る
ヨ
ー
ガ
の
環
』
研
究
（
三
）」『
愛
知
学
院
大
学
人

間
文
化
研
究
所
紀
要　

人
間
文
化
』
二
四

　
「『
完
成
せ
る
ヨ
ー
ガ
の
環
』
研
究
（
四
）
│
第
二
十
一
章
「
法

界
マ
ン
ダ
ラ
」
諸
尊
図
像
│
」『
愛
知
学
院
大
学
文
学
部
紀

要
』
三
九

　
「『
倶
舎
論
』
の
思
想
（
一
）」『
禅
研
究
所
紀
要
』
三
八

林　
　

淳

　
『
近
代
仏
教
』（
季
刊
日
本
思
想
史
七
五
号
、
共
編
）
ぺ
り
か
ん

社

　
「
徳
川
将
軍
と
改
暦
」『
日
本
史
学
年
次
別
論
文
集
近
世
２
（
二

〇
〇
六
年
版
）』（
再
録
）
朋
文
社

　
「
三
河
の
禅
僧
鈴
木
正
三
」『
在
家
仏
教
』
六
八
七

　
「
寛
文
五
年
諸
宗
寺
院
法
度
と
勧
進
の
宗
教
者
」『
禅
研
究
所
紀

要
』
三
八

引
田
弘
道

　
「
大
迦
葉
物
語
」『
愛
知
学
院
大
学
人
間
文
化
研
究
所
紀
要　

人

間
文
化
』
二
四

　
「
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
に
み
る
方
角
│
プ
ラ
ー
ナ
文
献
を
中
心
と
し

て
│
」『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
五
八
（
一
）

蓑
輪
顕
量

　
『
日
本
仏
教
の
教
理
形
成
│
法
会
に
お
け
る
唱
導
と
論
義
の
研

究
│
』
大
蔵
出
版

　
「
北
京
律
と
南
都
律
の
相
違
と
宋
代
仏
教
│
自
誓
・
通
受
と
止

観
の
立
場
か
ら
│
」『
戒
律
文
化
』
七

　
「
道
昭
│
三
蔵
法
師
に
教
え
を
請
う
た
仏
教
導
入
の
先
駆

者
│
」『
歴
史
読
本
│
日
本
の
信
仰
人　

宗
教
者
100
人
』

　
「
仏
教
瞑
想
論
│
ア
ジ
ア
諸
地
域
の
特
徴
に
つ
い
て
│
」『
禅
研

究
所
紀
要
』
三
八
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吉
田
道
興

　
「
道
元
禅
師
伝
記
史
料
集
成
（
八
）」『
愛
知
学
院
大
学
教
養
部

紀
要
』
五
七
（
一
）

　
「
道
元
禅
師
伝
記
史
料
集
成
（
九

－

上
）」『
愛
知
学
院
大
学
教

養
部
紀
要
』
五
七
（
三
）

　
「
道
元
禅
師
伝
記
史
料
集
成
（
九

－

下
）」『
愛
知
学
院
大
学
教

養
部
紀
要
』
五
七
（
四
）

　
「『
一
遍
聖
絵
』
の
展
開
│
木
版
に
よ
る
民
衆
へ
の
流
布
│
」

『
東
海
仏
教
』
五
五

　
「『
一
遍
上
人
行
状
図
』
の
翻
刻
」『
禅
研
究
所
紀
要
』
三
八
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○
　
寄
贈
図
書
目
録

	
	

（
平
成
二
一
年
二
月
〜
平
成
二
二
年
一
月
）

　
〈
寄
贈
者
五
〇
音
順
・
敬
称
略
〉

　
　

左
記
の
図
書
を
御
恵
贈
下
さ
り
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
研
究
資
料
と
し
て
永
く
保
存
し
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

Buddhist Thought &
 Culture　

12
・1 3

 
International Association for Buddhist 

Thought &
 Culture

A
pplied Buddhism

 Perspectives &
 

Prospects　

XXXII
International Buddhist Conference

Legacy of Buddhism
 in N

ational Cultures　

XXXIInternational Buddhist Conference
Rong-zom

-pa ’s Discourses on Buddhology
 

The International Institute  for  
Buddhist Studies

叡
山
学
院
研
究
紀
要　

三
一 

叡
山
学
院

傘
松　

七
八
六

－

七
九
六 

永
平
寺

真
宗
総
合
研
究
所
研
究
紀
要　

二
六 

大
谷
大
学

親
鸞
教
学　

九
二
・
九
三
・
九
四

 

大
谷
大
学
真
宗
学
会

仏
教
学
セ
ミ
ナ
ー　

八
八 

大
谷
大
学
仏
教
学
会

大
谷
大
学
真
宗
総
合
研
究
所
研
究
所
報　

五
三
・

五
四 

大
谷
大
学
真
宗
総
合
研
究
所

道
光 

可
睡
斎

浄
土
真
宗
総
合
研
究　

四 

教
学
伝
道
セ
ン
タ
ー

真
宗
文
化　

一
八

 

京
都
光
華
女
子
大
学
真
宗
文
化
研
究
所

京
都
産
業
大
学
日
本
文
化
研
究
所
紀
要

 

京
都
産
業
大
学
日
本
文
化
研
究
所

研
究
紀
要　

二
二

 

京
都
女
子
大
学
宗
教
・
文
化
研
究
所

西
山
学
苑
研
究
紀
要　

四 

京
都
西
山
短
期
大
学

藝
文
研
究　

九
五
・
九
六
・
九
七

 
慶
應
義
塾
大
学
芸
文
学
会

高
野
山
大
学
大
学
院
紀
要　

一
一

 

高
野
山
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

密
教
学
会
報　

四
六
・
四
七

 

高
野
山
大
学
密
教
学
会

高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所
紀
要　

二
二

 

高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所

日
本
研
究　

三
九
・
四
〇

 

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

い
と
く
ら　

五 

国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学

国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
研
究
紀
要　

一
三

 

国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学

仙
石
山
論
集　

四 

国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学

宗
教
学
論
集　

二
八 

駒
沢
宗
教
学
研
究
会

日
本
文
化
研
究　

八

 

駒
沢
女
子
大
学
日
本
文
化
研
究
所

駒
澤
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要　

六
七

 

駒
澤
大
学

駒
澤
大
学
禅
研
究
所
年
報　

二
〇

 

駒
澤
大
学
禅
研
究
所

禅
の
世
界 

駒
澤
大
学
禅
文
化
歴
史
博
物
館

駒
澤
大
學
佛
教
学
部
論
集　

三
九

 

駒
澤
大
學
佛
教
学
部

仏
教
経
済
研
究　

三
八

 

駒
澤
大
学
仏
教
経
済
研
究
所

駒
澤
大
学
大
学
院
仏
教
学
研
究
会
年
報　

四
二
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駒
澤
大
学
大
学
院
仏
教
学
研
究
会

駒
澤
大
学
文
学
部
研
究
紀
要　

六
七

 

駒
澤
大
学
文
学
部

明
峯
素
哲
禅
師
の
生
涯 

佐
藤
秀
孝

四
天
王
寺
大
学
紀
要　

四
七
・
四
八

 
四
天
王
寺
仏
教
大
学

種
智
院
大
学
研
究
紀
要　

九 

種
智
院
大
学

密
教
学　

四
五 

種
智
院
大
学
密
教
学
会

種
智
院
大
学
密
教
資
料
研
究
所
紀
要　

一
〇

 

種
智
院
大
学
密
教
資
料
研
究
所

正
覚
学
報　

二 

正
覚
教
育
基
金
会

佛
教
論
叢 

浄
土
宗
教
学
院

佛
教
文
化
研
究　

五
三 

浄
土
宗
教
学
院

教
化
研
究　

一
九
・
二
〇 

浄
土
宗
総
合
研
究
所

浄
土
宗
社
会
福
祉
施
設
総
覧

 

浄
土
宗
総
合
研
究
所

総
研
叢
書　

い
の
ち
の
倫
理　

五

 

浄
土
宗
総
合
研
究
所

仏
教
福
祉　

一
一
・
一
二 

浄
土
宗
総
合
研
究
所

宗
報　

七
一
三 

真
言
宗
智
山
派
宗
務
庁

教
学
院
紀
要　

一
六 

真
宗
高
田
派
教
学
院

第
八
回
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
世
界
大
会
〈
記
録
〉

 

世
界
宗
教
者
平
和
会
議
日
本
委
員
会

平
和
の
た
め
の
宗
教　

対
話
と
協
力　

一
・
三

 

世
界
宗
教
者
平
和
会
議
日
本
委
員
会

浅
草
寺
佛
教
文
化
講
座　

五
三 

浅
草
寺

善
通
寺
教
化
振
興
会
紀
要　

一
四

 

善
通
寺
教
化
振
興
会

跳
龍　

六
八
九

－

六
九
九 

総
持
寺

曹
洞
宗
研
究
員
研
究
紀
要　

三
九

 

曹
洞
宗
宗
務
庁

曹
洞
宗
報　

八
八
一

－

八
九
二 

曹
洞
宗
宗
務
庁

教
化
研
修　

五
三 

曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

宗
学
研
究　

五
一 

曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

宗
学
研
究
紀
要　

二
二

 

曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

シ
リ
ー
ズ　

法
然
上
人
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ　

一

－

三 

総
本
山
知
恩
院

大
正
大
学
研
究
紀
要　

九
三 

大
正
大
学

大
正
大
学
綜
合
仏
教
研
究
所
年
報　

三
一

 

大
正
大
学
綜
合
仏
教
研
究
所

東
洋
研
究　

一
七
一

－

一
七
四

 

大
東
文
化
大
学
東
洋
研
究
所

大
雄　

一
一
四

－

一
一
七 

大
雄
山
最
乗
寺

敦
煌
禅
宗
文
献
の
研
究　

二 

田
中
良
昭

元
祖
大
師
御
法
語　

前
・
後
篇

 

知
恩
院
浄
土
宗
学
研
究
所

浄
土
宗
学
研
究　

三
四
・
三
五

 

知
恩
院
浄
土
宗
学
研
究
所

現
代
密
教　

二
〇 

智
山
伝
法
院

報
恩
院
流
不
動
護
摩
私
記
の
手
引
き　

一
四

 

智
山
伝
法
院

知
多
巡
礼
紀
行 

知
多
四
国
霊
場
会

原
始
仏
教
聖
典
資
料
に
よ
る
釈
尊
伝
の
研
究　

一

四
・
一
五 

中
央
学
術
研
究
所

チ
ャ
ン
ダ
ナ　

二
三
八

－

二
四
〇

 

中
央
学
術
研
究
所

中
央
学
術
研
究
所
紀
要　

三
八
・
モ
ノ
グ
ラ
フ
二

五 

中
央
学
術
研
究
所

CBETA

電
子
佛
典
集
成　

ver. 2009
 

中
華
電
子
佛
典
協
会

中
華
佛
学
学
報　

二
二 

中
華
仏
学
研
究
所

鶴
見
大
学
紀
要　

四
六 

鶴
見
大
学
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鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要　

一
四

 

鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研
究
所

天
台
学
報　

五
〇 

天
台
学
会

東
海
佛
教　

五
四 

東
海
印
度
学
仏
教
学
会

東
京
女
子
大
学
紀
要
論
集　

五
九

－

二
・
六
〇

－

一 

東
京
女
子
大
学

日
本
文
学　

一
〇
五

 

東
京
女
子
大
学
日
本
文
学
研
究
室

仏
教
文
化　

四
八 

東
京
大
学
仏
教
青
年
会

仏
教
文
化
研
究
論
集　

一
二

 

東
京
大
学
仏
教
青
年
会

博
物
館
学
年
報　

四
〇

 

同
志
社
大
学
博
物
館
学
芸
員
課
程

閲
蔵　

四 

同
朋
大
学
大
学
院

同
朋
仏
教　

四
四 

同
朋
大
学
仏
教
学
会

同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要　

二
八

 

同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所

東
洋
学
研
究　

四
六 

東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所

東
洋
学
論
叢　

六
二 

東
洋
大
学
文
学
部

東
洋
哲
学
研
究
所
紀
要　

二
五

 

東
洋
哲
学
研
究
所

成
田
山
仏
教
研
究
所
紀
要　

三
二

 

成
田
山
新
勝
寺
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南
山
宗
教
文
化
研
究
所

南
山
宗
教
文
化
研
究
所
報　

一
九

 

南
山
宗
教
文
化
研
究
所

南
都
佛
教　

九
一
・
九
二 

南
都
仏
教
研
究
会

西
有
穆
山
禅
師 

西
有
穆
山
禅
師
顕
彰
会

現
代
宗
教
研
究　

四
二
・
別
冊

 

日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所

宗
教
法
人
の
公
益
性
を
考
え
る

 

日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所

日
本
仏
教
教
育
学
研
究　

一
七

 

日
本
仏
教
教
育
学
会

密
教
学
研
究　

四
一 

日
本
密
教
学
会

研
究
報
告　

一
五 
花
園
大
学
国
際
禅
学
研
究
所

花
園
大
学
国
際
禅
学
研
究
所
論
叢　

四

 

花
園
大
学
国
際
禅
学
研
究
所

花
園
大
学
人
権
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
報　

一
五
・

一
六 

花
園
大
学
人
権
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

人
権
教
育
研
究　

一
七

 

花
園
大
学
人
権
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

マ
フ
ィ
ア
資
本
主
義
の
呪
縛　

一
六

 

花
園
大
学
人
権
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

禅
学
研
究　

八
七 

花
園
大
学
禅
学
研
究
会

禅
文
化
研
究
所
紀
要　

三
〇

 

花
園
大
学
禅
文
化
研
究
所

福
神　

一
三 

福
神
研
究
所

豊
山
教
学
大
会
紀
要　

三
七 

豊
山
教
学
振
興
会

文
献
ジ
ャ
ー
ナ
ル 

富
士
短
期
大
学
出
版
部

佛
教
史
学
研
究　

五
一

－

一
・
二 

仏
教
史
学
会

国
際
学
術
研
究
叢
書　

生
命
論
と
霊
性
文
化
│
仏

教
へ
の
問
い
│　

一 

佛
教
大
学

日
本
仏
教
教
育
学
研
究　

一
七

 

佛
教
大
学
教
育
学
部

浄
土
教
典
籍
の
研
究 

佛
教
大
学
総
合
研
究
所

佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要　

一
六

 

佛
教
大
学
総
合
研
究
所

佛
教
大
学
総
合
研
究
所
報　

三
〇
・
別
冊

 

佛
教
大
学
総
合
研
究
所

仏
教
音
楽
祭
〜
公
開
演
奏
審
査
会
〜
パ
ン
フ
レ
ッ
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ト
、
Ｃ
Ｄ 

仏
教
伝
道
協
会

法
鼓
佛
学
学
報　

三
・
四
・
五

 

法
鼓
佛
教
研
修
学
院

北
陸
宗
教
文
化　

二
二 

北
陸
宗
教
文
化
学
会

法
華
仏
教
研
究　

創
刊
号 

法
華
仏
教
研
究
会

法
相
学
会
集
刊　

六 
香
港
佛
教
法
相
学
会

松
ヶ
岡
文
庫
研
究
年
報　

二
三 

松
ヶ
岡
文
庫

東
洋
文
化
研
究
所
所
報　

一
二
・
一
三

 
身
延
山
大
学

身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要　

九

 

身
延
山
大
学
仏
教
学
部

身
延
論
叢　

一
三 

身
延
山
大
学
仏
教
学
会

ACTA TIBETICA ET BU
D
D
H
ICA　

一

 

身
延
山
大
学
仏
教
学
部
チ
ベ
ッ
ト
研
究
室

武
蔵
野
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要　

一
四

 

武
蔵
野
大
学
仏
教
文
化
研
究
所

続
道
元
禅
師
に
お
け
る
仏
性
の
問
題 

山
内
舜
雄

続
道
元
禅
の
近
代
化
過
程 

山
内
舜
雄

日
蓮
教
学
研
究
所
紀
要　

三
四

 

立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所

法
華
文
化
研
究　

三
二
・
三
三

 

立
正
大
学
法
華
経
文
化
研
究
所

龍
谷
教
学　

四
四 

龍
谷
教
学
会
議

佛
教
学
研
究　

六
五 

龍
谷
大
学
仏
教
学
会

蒙
山
施
食
念
誦
法
儀 

林
昌
錦

臨
済
宗
妙
心
寺
派
教
学
研
究
紀
要　

七

 

臨
済
宗
妙
心
寺
派
教
化
セ
ン
タ
ー

な
ぜ
寺
院
は
公
益
性
を
問
わ
れ
る
の
か

 

臨
床
仏
教
研
究
所

蓮
花
寺
佛
教
研
究
所
紀
要　

二

 

蓮
花
寺
佛
教
研
究
所


